
「私は……次のように主張し続
けています。世界中の人びとが本
当に勉強しなければならないのは，
敵対的買収の仕方やその防衛策の
検討ではなく，『生きた友好的Ｍ＆
Ａ（非・敵対的Ｍ＆Ａ）でアフター
Ｍ＆Ａの会社の人間を幸せにす
る』ための地道な経営実行であ
る。」（「あとがき」より）
このことを理解し，しっかりと

実行できるビジネスパーソンを増
やすために，金児先生は，１００冊
目の著作となる「本書を世界中で
教科書として使っていただきた
い」と訴えている。
信越化学工業中興の祖といわれ

る小田切新太郎会長・社長は，利
益を上げ，企業価値を高めること
に関して執着を持ち，仕事には厳
しかったが，「経営とは人である」
「人は宝」との強い信念を持ち，
人に優しい方であったことが随所
に描かれている。金川千尋現信越
化学社長の「毎日が自分との戦い」
（日本経済新聞出版社）でも，こ
うした小田切氏のＤＮＡが広く浸
透し，同社発展の礎となっている
ことが書かれている。信越化学に
とってシンテック社のＭ＆Ａは社
運を賭けた真剣勝負であり，「Ｏｄａ
ｇｉｒｉｓｍ」が如何なく発揮された場
でもあった。最近は，Ｍ＆Ａ小説
が数多く出版され，人間模様を架

空で書き，魅せられる内容となっ
ているが，本書の醍醐味は，現実
の生きたシンテック社のＭ＆Ａに
実際に参画した金児先生の取組み
（特に小田切氏からの指示を踏ま
えた）や心境が，生々しく，ダイ
ナミック・ドラマチックに書かれ
ていることにある。
「事業力（過去の実績）が重要」，
「短期の利益の積み重ねが長期の
利益確保」，「利益をあげないのは
「悪」である」，「会社が進むべき
方向，ベクトルが本業で正しいか
が重要」，「仕事の一つひとつに細
心の注意を払う」，「品質を落とさ
ずに，世界一安いものを求めた」，
「人間の誠意は世界中どこでも通
じる」，「一つひとつの事業行動を，
考え抜いたリスクの回避をしなが
ら，誠実に遂行していくことが経
営の基本」，「どんなに仕事ができ
ても，口の軽い人は信用しない」，
「経営の事柄を進めるには，９０
パーセントは，陰正確さ，隠迅速
さ，韻誠実さの精神で地道に努
力・実行していきますが，あとの
１０パーセントは，度胸と勘と先見
性です。」等，多くの示唆が盛り

込まれている。
この本は，過去の金児先生の代

表著作『会社「経理・財務」入門』
（日本経済新聞出版社）の精神と，
地下水脈でつながっている魂を
もっている，と思われる。おおげ
さかもしれないが，金児先生の哲
学が感じられる。
本書で繰り返し触れているのは，

人間の心，それを反映した行動で
ある。「忘れてならないのは，会
社の価値を生み出しているもの，
それは経営トップから最前線のビ
ジネスパーソンまで，その会社で
働く人たちである，ということで
す。……Ｍ＆Ａに関する指南書で
は，……肝心の人の問題には触れ
られていません。」
実体験だけからなる（エンピリ

カル）本書を世界中で教科書とし
て使ってほしいという金児先生の
思いは，人間を大切にする経営者
が育っていくことで，多くの人々
が幸せになれることを確信してい
るからである。
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